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り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
が
増
殖
し
た
サ

ク
ラ
ン
ボ
品
種
が
無
断
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
農
家
に
譲
渡
さ
れ
、
産
地
化
さ
れ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

よ
り
、
国
内
で
品
種
開
発
が
滞
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
る
の
で
、
よ
り
実
効
的
に
新
品

種
を
保
護
す
る
法
改
正
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
」

和
牛
の
精
液
や
受
精
卵
の
海
外
へ
の
持

ち
出
し
も
ま
っ
た
く
同
じ
性
質
の
問
題
だ

っ
た
。
こ
ち
ら
は
、
こ
の
４
月
に
家
畜
改

良
増
殖
法
と
家
畜
遺
伝
資
源
不
正
競
争
防

止
法
の
法
改
正
で
対
応
。
罰
金
を
強
化
し

た
。
悪
質
な
場
合
は
、
個
人
１
０
０
０
万

円
以
下
、
法
人
３
億
円
以
下
と
し
た
。
こ

の
法
改
正
で
不
正
持
ち
出
し
に
初
め
て
効

果
的
な
規
制
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

種
苗
法
改
正
は
、
家
畜
改
良
増
殖
法
の

改
正
を
追
う
も
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
改
正

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
遅
す
ぎ
た
。

政
府
が
、
農
林
水
産
物･

食
品
の
輸
出

強
化
を
呼
び
か
け
た
の
は
、
30
年
前
か
ら

の
こ
と
。
そ
の
動
き
が
顕
著
に
な
っ
た
の

は
、
05
年
１
月
、
当
時
の
小
泉
純
一
郎
首

相
が
施
政
方
針
演
説
で
「
攻
め
の
農
政
＝

国
産
農
水
産
物
輸
出
の
振
興
」
策
を
ぶ
ち

上
げ
た
と
き
だ
。
そ
の
後
、
政
府
は
輸
出

増
強
策
を
打
ち
出
し
な
が
ら
、
輸
出
の
後

方
支
援
と
な
る
種
苗
法
や
家
畜
改
良
増
殖

法
の
改
正
に
手
を
つ
け
て
こ
な
か
っ
た
。

農
水
省
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
は
、
政
府
が

「
農
林
水
産
物
・
食
品
の
年
間
輸
出
額
の

19
年
１
兆
円
達
成
」
を
16
年
８
月
に
打
ち

出
し
た
と
き
も
、
種
苗
法
と
家
畜
改
良
増

殖
法
の
改
正
に
着
手
し
て
お
か
な
か
っ
た

こ
と
だ
。
そ
の
前
年
に
は
農
水
省
と
し
て

は
２
回
目
と
な
る
「
知
的
財
産
戦
略
２
０

２
０
」
を
策
定
。
そ
の
中
で
「
知
的
財
産

の
保
護･

活
用
に
よ
る
海
外
市
場
開
拓
」

を
掲
げ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
食
品

産
業
局
長
は
、種
苗
法
改
正
に
着
手
せ
ず
、

同
戦
略
の
中
の
「
伝
統
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド

等
を
活
か
し
た
新
事
業
の
創
出
」、
地
理

的
表
示
保
護
（
Ｇ
Ｉ
）
制
度
を
優
先
さ
せ

た
。こ

の
政
策
選
択
の
判
断
ミ
ス
が
後
に
被

害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
19
年
６
月
12

日
付
け
産
経
新
聞
の
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ

ッ
ト
の
苗
木
、
中
韓
へ
無
断
持
ち
出
し
和

牛
は
精
液
を
フ
ェ
リ
ー
で
」
の
記
事
が
雄

弁
に
物
語
る
。
以
下
の
（
）
内
は
筆
者
に

よ
る
補
足
説
明
。

「
国
の
研
究
機
関
で
開
発
さ
れ
た
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
、
苗
木
が
何
ら
か
の
方

法
で
許
可
な
く
持
ち
出
さ
れ
、
中
国
や
韓

国
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
生
産

さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
東
南
ア

ジ
ア
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
発
覚
。

『
コ
リ
ア
ン･

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
』

こ
の
通
常
国
会
で
通
過
す
る
も
の
と
思

っ
て
い
た
種
苗
法
改
正
案
、
国
会
で
の
ゴ

タ
ゴ
タ
で
成
立
が
見
送
ら
れ
た
。

改
正
案
は
、
優
良
品
種
の
海
外
へ
の
不

正
流
出
を
食
い
止
め
る
目
的
が
あ
る
。
国

産
農
産
物
の
輸
出
増
強
に
つ
な
が
る
法
改

正
だ
け
に
、
臨
時
国
会
で
の
成
立
は
確
実

だ
。
改
正
内
容
も
全
会
一
致
の
成
立
に
相

応
し
い
。

仕
切
り
直
し
の
時
間
を
利
用
し
て
、
改

正
案
の
意
義
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

同
時
に
、
法
案
に
反
対
す
る
少
数
勢
力
の

主
張
に
も
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。
巷
間
に

流
布
す
る
「
自
家
増
殖
は
農
民
固
有
の
権

利
」
な
る
説
だ
。
こ
の
説
に
基
づ
く
反
対

に
果
た
し
て
根
拠
は
あ
る
の
か
。

【プロフィール】
1947年大阪市生まれ。早稲田大学大学院法学研究科中退。農
業や農協問題について規制緩和と国際化の視点からの論文を
多数執筆している。主な著書に、『農協が倒産する日』（東洋
経済新報社）、『穀物メジャー』（共著／家の光協会）、『東京を
どうする、日本をどうする』（通産省八幡和男氏と共著／講談
社）、『新食糧法で日本のお米はこう変わる』（東洋経済新報社）
などがある。大阪府米穀小売商業組合、「明日の米穀店を考え
る研究会」各委員を歴任。会員制のFAX情報誌も発行している。

土門 剛 どもん　たけし

“
冬
の
お
化
け
”
話
で
煽
る

種
苗
法
改
正
反
対
派
に
根
拠
な
し

政
策
選
択
の
判
断
ミ
ス
が 

海
外
流
出
を
も
た
ら
し
た

種
苗
法
改
正
の
意
図
は
、
実
に
シ
ン
プ

ル
。
法
改
正
に
伴
い
農
水
省
知
財
課
が
こ

の
３
月
に
作
成
し
た
「
種
苗
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
」（
法
案
説

明
文
書
）
が
分
か
り
や
す
い
。

「
日
本
で
開
発
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
や
イ
チ
ゴ

な
ど
の
優
良
品
種
が
海
外
に
流
出
し
、
第

三
国
に
輸
出
・
産
地
化
さ
れ
る
事
例
が
あ
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の
「
植
物
特
許
（plant patent

）」
と
い

う
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。

品
種
登
録
制
度
で
は
、
一
般
品
種
に
な

い
新
し
い
特
性
、
つ
ま
り
良
食
味
、
高
い

栽
培
適
性
、
高
い
機
能
性
を
基
準
に
審
査

し
た
う
え
で
、
農
水
省
が
新
品
種
と
し
て

登
録
す
る
。
登
録
さ
れ
れ
ば
、
特
許
と
同

じ
よ
う
に
、
新
品
種
の
開
発
者
に
は
、
登

録
品
種
の
種
苗
、
収
穫
物
、
加
工
品
の
販

売
な
ど
を
独
占
で
き
る
育
成
者
権
が
25
年

間
（
木
本
＝
樹
木
は
30
年
）
付
与
さ
れ
る
。

さ
て
今
回
の
種
苗
法
改
正
の
目
的
は
、

優
良
品
種
の
海
外
へ
の
不
正
流
出
を
防
い

で
国
内
産
地
を
守
る
こ
と
に
あ
る
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
次
の
２
点
。

①
輸
出
先
国
又
は
栽
培
地
域
を
指
定
で

き
る
よ
う
に
す
る
。登
録
品
種
に
つ
い
て
、

育
成
者
権
者
が
利
用
条
件
（
国
内
利
用
限

定
、
国
内
栽
培
地
域
限
定
）
を
出
願
時
に

付
し
た
場
合
は
、
利
用
条
件
に
反
し
た
行

為
を
育
成
者
権
者
が
制
限
で
き
る
こ
と
と

す
る
。
農
業
者
の
自
家
増
殖
に
も
育
成
者

権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
と
す
る
。

②
登
録
品
種
に
限
り
農
業
者
に
よ
る
増

殖
は
育
成
者
権
者
の
許
諾
を
必
要
と
す
る

（
禁
止
で
は
な
い
）。

改
正
目
的
を
産
経
新
聞
の
記
事
に
即
し

て
説
明
し
て
み
た
い
。
種
苗
は
、
一
般
的

に
は
種
苗
会
社
か
ら
農
協
や
種
苗
商･

ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
農
業
者
へ
と
流

通
す
る
。
育
成
者
権
者
（
こ
こ
で
は
種
苗

会
社
）
が
「
国
内
利
用
限
定
、
国
内
栽
培

地
域
限
定
」を
利
用
条
件
に
し
て
お
け
ば
、

流
通
ル
ー
ト
で
入
手
し
た
種
苗
を
海
外
に

持
ち
出
す
こ
と
は
で
き

な
く
な
る
。
種
苗
出
荷

時
に
許
諾
と
い
う
形
で

購
入
者
と
契
約
し
て
、

そ
れ
に
違
反
し
た
場
合

は
購
入
者
に
ペ
ナ
ル
テ

ィ
を
果
た
す
こ
と
に
な

る
。現

に
山
形
県
の
特
産

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
「
紅
秀

峰
」
は
、
同
県
内
の
農

家
を
通
じ
て
海
外
へ
流

出
し
た
ケ
ー
ス
。
そ
の

農
家
を
訪
ね
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
が
１
本
の

『
陽
光
バ
ラ
』
な
ど
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。（
略
）
イ

チ
ゴ
の
『
レ
ッ
ド
パ
ー
ル
』『
章
姫
』
に

関
し
て
は
、
日
本
の
個
人
育
種
家
が
開
発

し
、
韓
国
国
内
の
一
部
生
産
者
に
利
用
許

諾
を
し
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
経
緯
で
苗

な
ど
が
第
三
者
に
流
出
し
て
無
断
で
増
殖

さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。（
優
良
品
種

で
も
い
っ
た
ん
海
外
に
流
出
す
れ
ば
）
こ

う
し
て
無
断
で
栽
培
さ
れ
、
販
売
さ
れ
て

い
る
の
が
分
か
っ
て
い
て
も
、
法
律
上
、

（
海
外
持
ち
出
し
に
）
打
つ
手
が
な
い
の

が
実
情
だ
」

海
外
不
正
流
出
防
止
で 

国
内
産
地
を
守
る
法
改
正

こ
こ
で
品
種
登
録
制
度
に
つ
い
て
お
さ

ら
い
し
て
お
こ
う
。
種
苗
は
１
９
７
８
年

の
種
苗
法
制
定
時
か
ら
一
般
品
種
と
登
録

品
種
（
新
品
種
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け

ら
れ
き
た
。

一
般
品
種
は
、
①
在
来
種
（
伝
統
野
菜

な
ど
地
域
で
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
品

種
）、
②
開
発
後
に
品
種
登
録
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
品
種
（
リ
ン
ゴ
「
ふ
じ
」、「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」、ト
マ
ト
「
桃
太
郎
」
な
ど
）、

③
登
録
期
間
が
切
れ
た
品
種
（「
き
ら
ら

３
９
７
」、サ
ク
ラ
ン
ボ「
紅
秀
峰
」な
ど
）。

登
録
品
種
は
、
新
た
な
品
種
の
植
物
を

育
成
し
た
人
が
登
録
し
た
品
種
。
種
苗
に

お
け
る
特
許
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
分
か
り

や
す
い
か
。
現
に
米
国
で
は
特
許
法
下
で

枝
を
持
ち
出
し
タ
ス
マ
ニ
ア
で
産
地
化
に

成
功
、
そ
れ
が
豪
州
産
「
紅
秀
峰
」
と
し

て
６
年
後
に
わ
が
国
に
逆
上
陸
し
よ
う
と

し
て
発
覚
し
た
。

改
正
案
に
「
農
業
者
の
自
家
増
殖
」
に

も
育
成
者
権
者
の
効
力
が
及
ぶ
項
目
を
入

れ
た
の
は
、「
紅
秀
峰
」
の
二
の
舞
を
防

ぐ
た
め
の
措
置
。
た
だ
農
家
が
、
育
成
者

権
者
の
許
諾
を
得
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
は
な
い
と
す
る
。
今
回
の
改
正
で
あ
ら

た
に
育
成
者
権
侵
害
と
な
る
こ
れ
ら
行
為

に
つ
い
て
は
、「
流
通
差
止
や
損
害
賠
償

請
求
等
民
事
上
の
措
置
に
加
え
、
個
人
の

場
合
は
懲
役
10
年
以
下
、
罰
金
１
０
０
０

万
円
以
下
、
法
人
に
は
罰
金
３
億
円
以
下

の
刑
罰
の
対
象
」
に
な
る
。

海
外
へ
の
不
正
流
出
で
意
外
な
盲
点
が

農
家
の
庭
先
か
ら
の
ル
ー
ト
だ
。
と
く
に

中
国
。目
を
つ
け
た
日
本
人
篤
農
家
に「
技

術
指
導
を
賜
り
た
い
」
と
言
葉
巧
み
に
ア

プ
ロ
ー
チ
。
そ
の
気
に
な
っ
た
篤
農
家
が

種
苗
を
ト
ラ
ン
ク
に
忍
ば
せ
て
訪
中
。
そ

れ
が
中
国
の
日
本
向
け
産
地
の
育
成
に
つ

な
が
っ
た
と
い
う
話
は
よ
く
耳
に
す
る
。

そ
う
い
う
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
育

成
者
権
者
の
許
諾
を
得
な
い
で
無
断
増
殖

し
た
者
に
対
す
る
罰
則
強
化
は
極
め
て
適

正
。
種
苗
が
知
的
財
産
で
あ
る
こ
と
を
農

業
現
場
に
浸
透
さ
せ
る
法
改
正
に
な
る
と

思
う
。
メ
デ
ィ
ア
も
、
登
録
品
種
の
無
断

増
殖
が
、
記
事
の
盗
用･

剽
窃
と
同
じ
行

為
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
。

1961 UPOV条約（植物新品種保護国際条約）成立

1978 種苗法の制定

1982 UPOV（1978 年改正）条約締結

1998
種苗法の全部改正

UPOV（1991 年改正）条約締結

2003 7 月、種苗法一部改正（罰則強化）

2005 12 月、種苗法一部改正（権利拡大）

2007
3 月、農林水産省 ･知的財産戦略

12 月、種苗法一部改正（侵害対応強化）

2010 3 月、農林水産省 ･知的財産戦略

2015

5 月、農林水産省知的財産戦略 2020

6 月、ＧＩ法（地理的表示法）施行

10月、新事業創出課を知的財産課に改組

2016 5 月、農林水産業の輸出力強化戦略

2018 4 月、主要農産物種子法廃止

2019 3 〜 11 月、品種保護の在り方についての検討会

2020 3 月、種苗法一部改正案を国会提出

■種苗法と農水省「知的財産戦略」の動き
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改
正
に
よ
り
、
育
成
者
権
者
の
許
諾
が
必

要
と
な
る
。一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、

許
諾
と
引
き
換
え
に
育
成
者
権
者
が
不
正

流
出
し
た
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
措
置
を
つ

け
て
く
る
こ
と
だ
。
海
外
へ
の
不
正
流
出

を
防
ぐ
に
は
、
現
段
階
で
は
こ
れ
が
有
効

に
働
く
。

と
こ
ろ
が
、
引
用
し
た
農
業
関
係
者
の

コ
メ
ン
ト
は
、「
農
家
の
自
家
増
殖
を
禁

じ
た
と
こ
ろ
で
、
種
の
持
ち
出
し
は
で
き

て
し
ま
う
。
海
外
で
品
種
登
録
す
る
よ
り

対
策
は
な
い
」
と
法
改
正
に
異
議
を
述
べ

て
い
る
。
農
業
関
係
者
を
名
乗
る
な
ら
、

逆
に
優
良
品
種
の
海
外
へ
の
流
出
対
策
を

積
極
的
に
提
案
す
べ
き
。
極
め
て
無
責
任

な
発
言
だ
。

５
月
26
日
、
議
員
会
館
の
福
島
事
務
所

に
電
話
を
か
け
て
「
改
正
案
に
反
対
す
る

根
拠
は
」
と
質
問
し
て
み
た
。
議
員
に
問

い
合
わ
せ
て
み
る
と
い
う
の
で
、
翌
朝
も

電
話
を
か
け
た
が
、
要
を
得
た
回
答
は
な

か
っ
た
。

こ
の
ズ
サ
ン
極
ま
る
記
事
を
根
拠
に

「
種
苗
法
の
改
正
法
案
、
大
問
題
で
す
」

と
呼
び
か
け
る
福
島
さ
ん
に
あ
え
て
問
い

た
い
こ
と
が
あ
る
。
よ
く
調
べ
も
せ
ず
に

種
苗
法
改
正
に
反
対
し
て
、
国
内
の
優
良

種
苗
が
海
外
へ
不
正
流
出
し
て
、
そ
の
種

苗
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
が
日
本
に
輸
出

さ
れ
、
国
内
の
産
地
が
壊
滅
な
ど
し
て
生

産
者
が
大
損
害
を
被
っ
た
ら
、
あ
な
た
は

ど
の
よ
う
に
責
任
を
と
ら
れ
ま
す
か
。

登
録
の
権
利
は
日
本
企
業
に
譲
渡
さ
れ
た

が
、
市
場
で
は
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
多
国
籍
企
業
に
と
っ
て
、
日
本

の
種
苗
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
魅
力
で
は
な
い
こ

と
を
雄
弁
に
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。
ち

な
み
に
世
界
の
コ
メ
生
産
は
７
億
７
０
０

０
万
ｔ
。
う
ち
日
本
の
生
産
量
は
９
７
８

万
ｔ
（
い
ず
れ
も
17
年
国
連
食
糧
農
業
機

関
）。
巨
額
の
開
発
費
を
か
け
て
品
種
改

良
に
成
功
し
て
も
、
回
収
不
可
能
な
市
場

規
模
。
も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
成

り
立
ち
に
く
い
の
だ
。

野
菜
は
も
っ
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
多

品
種
少
量
生
産
。
も
と
よ
り
多
国
籍
企
業

に
は
不
向
き
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
。
彼
ら
は

グ
ロ
ー
バ
ル･

サ
イ
ズ
の
作
物
し
か
相
手

に
し
な
い
。
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆

な
ど
の
類
い
だ
。
農
業
現
場
の
実
情
が
頭

に
入
っ
て
お
れ
ば
、
冬
の
お
化
け
話
は
ま

ず
口
か
ら
出
て
こ
な
い
も
の
だ
。

東
京
新
聞
記
事
の
矛
盾
点
を
整
理
し
て

お
こ
う
。
２
点
あ
る
。
ま
ず
記
事
に
整
合

性
が
な
い
。
次
い
で
登
録
品
種
の
自
家
増

殖
に
つ
い
て
の
記
述
が
き
わ
め
て
不
正

確
。
こ
れ
で
は
読
者
に
誤
解
を
与
え
て
し

ま
う
。

整
合
性
の
点
。
在
来
種
を
守
れ
と
い
う

結
論
を
示
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
裏
打
ち
す

べ
く
集
め
た
農
家
の
コ
メ
ン
ト
が
、
皮
肉

な
こ
と
に
在
来
種
の
自
家
増
殖（
種
採
り
）

に
注
文
を
つ
け
て
い
な
い
こ
と
だ
。

登
録
品
種
の
自
家
増
殖
に
つ
い
て
。
法

島
さ
ん
の
指
摘
は
的
外
れ
。
根
拠
も
示
さ

ず
東
京
新
聞
の
記
事
に
引
き
ず
ら
れ
て
拡

散
を
呼
び
か
け
て
い
る
様
子
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
東
京
新

聞
は
一
発
で
分
か
る
フ
ェ
イ
ク
だ
。

東
京
新
聞
の
記
事
は
、
リ
ー
ド
部
分
か

ら
い
き
な
り
論
理
破
綻
し
て
い
る
。「
農

家
の
権
利
や
地
域
に
伝
わ
る
在
来
種
を
守

る
視
点
に
欠
け
」
と
い
う
部
分
だ
。
在
来

種
は
一
般
品
種
の
扱
い
な
の
で
、
先
に
述

べ
た
と
お
り
、
自
家
増
殖
は
何
も
禁
止
さ

れ
て
い
な
い
。
検
討
会
資
料
に
目
を
通
し

て
お
け
ば
、
こ
の
種
の
間
違
い
は
起
き
な

い
。
明
ら
か
に
ミ
ス･

リ
ー
ド
な
の
で
軌

道
修
正
し
て
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
。

次
い
で
「
多
国
籍
企
業
に
よ
る
種
の
集

中
支
配
を
促
し
か
ね
な
い
」。
主
要
農
産

物
種
子
法
廃
止
（
18
年
）
の
際
に
も
、
そ

ん
な
話
を
よ
く
耳
に
し
た
。
多
国
籍
企
業

を
「
モ
ン
サ
ン
ト
」
と
い
う
固
有
名
詞
に

置
き
換
え
て
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
あ
る
。

モ
ン
サ
ン
ト
は
18
年
に
ド
イ
ツ
の
大
手
化

学
メ
ー
カ
ー
、
バ
イ
エ
ル
に
買
収
さ
れ
て

社
名
は
消
滅
し
た
。

こ
れ
を
「
冬
の
お
化
け
」
と
呼
ぶ
。
出

て
き
た
た
め
し
が
な
い
か
ら
だ
。
日
本
の

品
種
登
録
に
旧
モ
ン
サ
ン
ト
の
よ
う
な
多

国
籍
企
業
が
出
願
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は
、

ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
等
し
い
。
現
に
78
年
の
種
苗

法
制
定
以
来
、
旧
モ
ン
サ
ン
ト
が
品
種
登

録
し
た
の
は
コ
メ
で
３
件
の
み
。
そ
れ
も

早
々
に
日
本
市
場
か
ら
撤
退
。
そ
の
品
種

フ
ェ
イ
ク･

ニ
ュ
ー
ス
に 

飛
び
つ
く
法
改
正
反
対
議
員

こ
の
種
苗
法
改
正
に
国
会
内
で
「
待
っ

た
！
」
を
か
け
る
動
き
が
あ
る
。
右
代
表

は
、
法
案
提
出
の
１
カ
月
前
に
ツ
イ
ッ
タ

ー
で
「
種
苗
法
の
改
正
法
案
、
大
問
題
で

す
」
と
呼
び
か
け
た
参
院
議
員
の
福
島
瑞

穂
さ
ん
だ
。社
民
党
所
属
で
比
例
区
選
出
。

弁
護
士
の
資
格
を
持
つ
方
で
あ
る
。
４
月

22
日
付
け
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
種
苗
法
改
正

反
対
」
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
（
拡
散
役
）

を
担
っ
て
い
た
。

「
今
日
の
東
京
新
聞
の『
こ
ち
ら
特
報
部
』

は
種
苗
法
改
正
法
案
を
と
り
上
げ
て
い
ま

す
。
登
録
品
種
８
７
０
０
超
で
許
諾
必
要

に
な
れ
ば
自
家
増
殖
が
禁
じ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
言
う
懸
念
を
し
っ
か
り
と
り

上
げ
て
い
ま
す
。
種
子
法
の
廃
止
の
時
も

農
家
の
人
た
ち
に
十
分
な
説
明
も
な
い
ま

ま
成
立
を
し
ま
し
た
。
種
苗
法
の
改
正
法

案
、
大
問
題
で
す
」（
４
月
12
日
付
け
）

さ
ら
に
ボ
ル
テ
ー
ジ
を
上
げ
た
５
月
23

日
に
は
、「
検
察
庁
法
改
正
法
案
、
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
法
案
、
種
苗
法
改
悪
法
案
、

憲
法
改
正
の
た
め
の
国
民
投
票
改
正
法
案

な
ど
ご
り
押
し
し
て
成
立
さ
せ
よ
う
と
し

た
安
倍
総
理
」
と

ツ
イ
ー
ト
。
な
ぜ

か
種
苗
法
だ
け

「
改
悪
」
と
強
調
。

残
念
な
が
ら
福


